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《 研 修 生 募 集 要 項 》

研 修 目 的 中 小 企 業 者 ま た は そ の 従 業 員 が 、 機 械 技 術 に 関 す る 基 礎 及 び 応 用 知 識

を 修 得 し そ し て 活 用 す る こ と に よ り 、 中 小 企 業 の 技 術 開 発 力 の 向 上 を

図 り 、 企 業 の 発 展 に 資 す る こ と を 目 的 と し て い ま す 。

研 修 期 間 平 成 ２ １ 年 ９ 月 ２ ８ 日 （ 月 ） ～ １ ０ 月 ３ ０ 日 （ 金 ） （ 内 １ ３ 日 間 ）

（ 詳 細 な 日 程 は 、 受 講 者 が 決 定 し た あ と 別 途 通 知 し ま す 。 ）

研 修 時 間 午 後 ５ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ８ 時 ３ ０ 分

研 修 内 容 座 学 ： ２ ７ 時 間 ， 実 習 ： １ ２ 時 間

詳 細 は カ リ キ ュ ラ ム 参 照

研 修 場 所 岐 阜 県 機 械 材 料 研 究 所

岐 阜 県 関 市 小 瀬 １ ２ ８ ８

募 集 対 象 県 内 に 事 業 所 を お く 中 小 企 業 者 等 で あ っ て 、 技 術 に 関 す る 実 務 の 経 験

が ３ 年 程 度 の 方 （ ＊ た だ し 、 一 部 例 外 的 に 中 小 企 業 以 外 の 者 の 受 講 を

認 め る 場 合 が あ り ま す の で 、 中 小 企 業 以 外 の 受 講 希 望 者 は 下 記 ま で 事

前 に ご 連 絡 下 さ い 。 ）

募 集 人 員 定 員 ３５名 （ 定 員 に 達 し 次 第 締 め 切 り ま す の で ご 了 承 下 さ い 。 ）

ま た 、 複 数 者 申 込 み 企 業 か ら 、 調 整 さ せ て 頂 く こ と が あ り ま す 。

受 講 料 受 講 者 １ 名 に つ き ， １ ０ ， ０ ０ ０ 円 ～ １ ７ ， ０ ０ ０ 円 程 度

（ 受 講 料 は 受 講 者 数 に よ り 変 動 し ま す の で ご 了 承 下 さ い 。 受 講 料 の 払

い 込 み に つ い て は 、 受 講 者 が 決 定 し た あ と 別 途 通 知 し ま す 。 ）

修 了 証 書 規 定 時 間 以 上 出 席 さ れ た 方 に は 、 岐 阜 県 機 械 材 料 研 究 所 長 か ら 修 了 証

書 を 交 付 し ま す 。

申 込 方 法 添 付 の 受 講 申 込 書 に 必 要 事 項 を 記 入 押 印 の う え 、 平 成 ２ １ 年 ７ 月 ３ １

日 （ 金 ） ま で に 下 記 宛 に お 送 り 下 さ い 。

（ と り あ え ず Ｆ Ａ Ｘ で お 申 込 み の 場 合 は 、 原 本 を で き る だ け 早 く お 送

り 下 さ い 。 ま た 、 お 申 込 み を キ ャ ン セ ル さ れ る 場 合 は 、 上 記 期 日 ま

で に 速 や か に ご 連 絡 下 さ い 。 ）

〒 ５ ０ １ － ３ ２ ６ ５ 関 市 小 瀬 １ ２ ８ ８

岐 阜 県 機 械 材 料 研 究 所 （ 担 当 ： 坂 東 ）
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研 修 カ リ キ ュ ラ ム

● 座 学 ： ２ ７ 時 間

科目 時間 講師 主な内容

精密機械加工 9
岐阜大学工学部

准教授 加藤隆雄

積層造形法／放電加工／電解加工／レーザ

ビーム加工／電子ビーム加工／化学加工／

電鋳加工／超音波加工／噴射加工／超精密

切削加工

金属材料 9
岐阜工業高等専門学校

名誉教授 橋浦正史

材料の分類／金属の特徴と自由電子／結晶

構造／金属の変態／純金属と合金／状態図

／炭素鋼／製銑・製鋼／鋼の熱処理／特殊鋼

／拡散／鋳造と凝固／加工硬化／析出硬化

／形状記憶合金／金属の強化法

熱処理加工 9
尾上高熱工業

尾上卓生

熱処理とは？／鋼種と目的による処理法／

熱処理基本設計と実際加工／部品損壊と対

策／自社 品質基準と保証 図面表示と確認

● 実 習 ： １ ２ 時 間

科目 時間 主な内容

精密測定 3

製品の寸法や幾何公差を高精度で測定する「３次元測定」、円筒形状の幾

何偏差を測定する「真円度測定」及び、製品の表面性状を測定する「表面

粗さ測定」の基礎的な実習を行います。

分析化学実験 3 分析実験を行いながら、化学分析の基礎について学びます。

硬さ試験 1.5
硬さ試験実習を行いながら、硬さ試験法（ロックウェル、ブリネル、ビッ

カース）について学びます。

組織観察 1.5
金属材料のミクロ組織を観察するために研磨・琢磨・エッチングの実習を

行い、光学顕微鏡にて観察します。

刃物試験と

元素分析
1.5

本多式切れ味試験機の操作法を学んだ後、切れ味の変化を確認できる実習

を行います。また、蛍光Ｘ線元素分析装置の測定原理と操作法を学んだ後、

身近な金属の成分分析を行う実習を行います。

材料試験 1.5

引張試験の概要について、主にひずみ・弾性率および応力-ひずみ曲線に

ついて説明します。その後、引張試験の実習を行い、引張強度の測定、弾

性定数の算出等を行います。

＊ 都 合 に よ り 内 容 に 変 更 が 生 じ る 場 合 が あ り ま す 。



第 １ 号 様 式

受 講 申 込 書

岐 阜 県 機 械 材 料 研 究 所 長 様

岐 阜 県 機 械 材 料 研 究 所 が 行 う 平 成 ２ １ 年 度 中 小 企 業 総 合 技 術 者 研 修 に 下 記 の 者 を 受

講 さ せ た い の で 、 本 書 の と お り 申 し 込 み ま す 。

な お 、 受 講 に 際 し て 、 当 事 業 所 は 、 ① 研 修 生 は 身 元 確 実 で 品 行 方 正 で あ る こ と 、 ②

研 修 生 が 欠 席 、 遅 刻 、 早 退 し な い よ う 事 業 主 と し て 協 力 す る こ と 、 ③ 研 修 生 の 責 に 帰

す べ き 理 由 に よ り 器 物 を 損 傷 し た と き は 、 弁 償 す る こ と 、 ④ 研 修 中 に 起 き た 事 故 に よ

り 負 傷 し た 場 合 は 、 労 災 を 適 用 す る こ と を 保 証 し ま す 。

記

所 属 及 び 職 名

フ リ ガ ナ

氏 名 （ 才 ）

平 成 年 月 日

事 業 所 名

代 表 者 名 ,

住 所

電 話 番 号

業 種

連 絡 先 担 当 者 氏 名 ： 所 属 部 署 ：

Ｔ Ｅ Ｌ ： Ｆ Ａ Ｘ ：

＊ こ こ で の 担 当 者 は 、 本 件 に 関 す る 連 絡 等 の 窓 口 担 当 者 で す 。


